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呼出炭酸瓦斯量の一測定裝置に就て

蒲生俊興、山口定次郞、永井覺

　慧兇の呼吸作用と温漁度との關係に就ては既に多数の研究成紐1があるが從來廣く使月1せられ

てゐるCO2測定装置の多くは獲生せるCO2を直接苛性曹達等によつて吸牧せしめ其の重量の増

加を測つてCO2量とする方法であるが、術クロー氏の測定撮として、左右二極内のCO2量の差

異により標準液の移動を測定してCO謹を直接に知る方法もある。鼓には嚢にオステルハウト

氏によりて考案せられた所のOOaの吸牧に因るPH債の低下度を測つて間接にCO2量を測定す

る方法を實際に鷲兇の呼吸實瞼に使用した域績を御紹介して同好者の御参考に供し慶いと思

ふ。尤も今回余等の用ゐた装置は左圖の如くオステノしハウスト氏式のものを骨子として鍛見の

調査に適し、且っCO2の捕促に都含良く改良したものである。今その使用上の順序を簡翠に記

せば次の通りであるっ

　最初にU嘆（呼吸用空氣槽）内の室氣を豫め目的の盗漁度とせねぼならぬから、之を適當な恒

温槽内に保つて、先づ、乾燥室然を得る爲めにはG・ムB瓦H・Kの当舌栓を閉ぢて・G・D・E・L

を開v・てV，（lbのe一ター脚筒を動かせば装置内の室氣はR罎（アドソール）を通過することに

より漸次乾燥せられ後5－10分位で20－30皆位迄の乾燥空氣を容易く得られる。次に多漁室氣を
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作る蠣含はC．D，　Eを閉ぢてA・B・Fを開き槽内室氣を一度Sli韓（蒸溜水）内を通過せしめて・

漸次槽内室氣を漁潤となし5－10分にして85－90％位の多漁室氣を得ることは容易であるo

　次に、材料慧兇をM中に牧容し。A．B．D．　E．（｝．　1，を閉ぢてC・F・瓦工・」・Kを開き、後5分間

ばかりQ・V・のモーターを動かせぱ、槽内のco2は全部N管中のゾーダライムによつて吸牧せら

れるから、共後豫めP管に工）H，7．00の再蒸溜水を入れてプロムbチモール、ブリユー（］3凪B）

を滴下して色調を一・定になし訟きLJ．を閉ぢて呼吸瓦斯を直ま妾P管の水に吸牧せしめるやうに

する。豫め0シヤーレ・一中には氷水を入れてP管をなるべく低温に保てぱP水のCO2量の吸牧率

は増すこと曳なる。

　かくして例へば30分乃至1時間位の所定時聞rl・t之を蓮傳せしめて此の間に材料から獲生した
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　　　　CO2をP管に吸牧せしむれば、　P管の色調の攣化によりてPH債の低下度は簡翠に測定すること

　　　　が出來るo

　　　　　鯛欄兇はなるべくその蓮蹴劇iiける爲めに瀦腿を秤つたものを金撒牧めて雌・
　　　　に入れる。

　　　　　斯くの如くして實瞼した放績の一部を示すと次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（材料）　昭和六年度春獄期　圃翻3ヒ九脱

　　　　　　鞭　澱榴瀞2騰の蟹゜㌔体澱欄
　　　　　　　｛雛（鵬：8に含：998：8熱、fgr）轡

’　2°eG｛綴翻；：89二；1：ll　8：8s899，｝・…苦欝・

　　　　　　・5°・｛髭灘§gz：88：｝9：9，98：器％8｝…噌欝・

　　　　　　エo°o　　I髭　遜葦　歪震i　謹1～　　　3：89　　　二；　　　含：慧言　　　　8：8菖謹ll9｝　　13，1　　　　苦ぎ…璽『豊｛～日

　　　Ullち前表の結果を見ると例へば23°Cの乾燥麗で20分闇にPH7，00からPH6．85迄低下し潅こと

　　　になるから同時聞内に低下したPH債の差によつて略比較試瞼には役立つととになるが、’藩し實

　　　際溶入されたCO逮酬鵬合1こ購め・P水と同一澱（之ぼ0．0・Cが便利）の婁合のCO、

　　　飽和・ゆP聴酬定Lteき之を1鰍一淀幽噺概行きその濃度醐旅してPH儂酬定
　　　　し・左表の如きものを作製しておけば前表の算定CO2魁を記入し之を生体最で除すれば軍位生

　　　体量からのCO2呼出量を算出することが出來る。左表はや工杜撰なものであるが御参考迄に記

　　　しておくことSする。

　　　　　　O・OeC・テ水100・・…溶ケタCO、量（gr）　PH便
　　　　　　　．　　　　　　　　　0．3347　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4。50

　　　　　　　　　　　　　　0．1689　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．65

　　　　　　　　　　　　　　0．1116　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．00

　　　　　　　　　　　　　　0．0837　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．10

　　　　　　　　　　　　　　0．0669　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．20

　　　　　　　　　　　　　　0．0608　　’　　　　　　　　　　　　　　　6．30

　　　　　　　　　　　　　　0．0534　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，40

　　　　　　　　　　　　　　0．0400　　　　　　　　　　　　　　　　　6．50

　　　　　　　　　　　　　　0．0267　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．6．60

　　　　　　　　　　　　　0．0134　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，70

　　　　　　　　　　　　　0．0067　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，80

　　　　　　　　　　　　　0．0020　　　　　　　　　　　　　　　　　6．90

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Apヱi1　30，1932）

Celloidin包痙法の速成に就て

　從懸切片標本の製作に於てはそのブ・ックを作るのtc　sへ少なくとも三日聞位は要したので

あるが・最近A・F・HernGnw．xy氏は植物の新鮮材料をCelloidinゐaeetone溶液によつて

極めて速にプロツクに仕上げる事を獲表された。　しかしとれは民較的固定液の浸漸が容易な

新鮮材料にのみ適用し得るものである。同氏の實験によればHedera　helix（カツラの一種）、

Ol…ur・P・・（オリーブノキ）、等の葉漱就辮附料よリセクシ・ンしてB・1・amに封す

るまでに要せし時間は僅に50分であつた。この方法に於て特徴とする厨は、材料を圃定液に投




